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基盤教育から始まる宇大での学び。
大学での学び方を確実に身につける。
大学での学びとはどのようなものでしょうか。基盤教育を通じて、高校
までの学びと大学での学びの違いを理解し、自分の学びを自分自身で
コントロールできるようにしましょう（学修力）。その際には、主体的に 
興味関心の幅を広げ、新たな知の世界へと踏み出すことで、自分の強
みや足りないものを強く自覚することが重要です。何を学びたいのか、
何を学ばなければならないのかを深く理解することが、自身の学びを
コントロールすることへとつながっていくはずです。このようにして身に
つけた学修力は、4年間の学びの強力な原動力になります。

専門分野の学びを本格的に始める。
社会を理解し、社会に発信する力を身につける。
学年が進むと、専門分野に関する深い学びがスタートします。1年次で培った学修力を
発揮し、学問の世界や世の中で起こっていることについて主体的に情報を集め、知識
を身につけていきましょう（情報活用力）。情報や知識をインプットするだけではなく、
それをもとに粘り強く思考を巡らせ（論理的思考力）、自分の考えを発信していくことも
重要です（表現力）。こうした姿勢は、社会に出た後にも強く求められます。

4 年間の学びの集大成としての卒業研究。
大学生活をふり返りその後のキャリアに活かす。
最終年次では卒業研究に取り組みます。その過程で、多くの仲間たちと支え合いながら学
びを進めていくことの重要性に気づくでしょう（協働力）。さらには、卒業研究を通じて難問
と悪戦苦闘した経験は、その後のキャリアで直面するであろう壁に立ち向かう際に大きな自
信を与えてくれます（課題解決力）。就職や大学院進学など、どのような道に進んだとしても、
宇大スタンダードの 6つの力と専門分野の知識・技能がみなさんを支えてくれるはずです。

一人称で物事を捉え自ら行動し、進んで
新しい知識・能力を身に付けようとする力
変化に対応し、自らを変えようとする力

〈学修力〉 筋道を立てて論理的に
物事を考える力

〈論理的思考力〉
情報及び情報手段を主体
的に選択し、活用する力

〈情報活用力〉
感情や思考などを伝達可能
な形式に表し、効果的・印
象的なものとして伝える力

〈表現力〉

UU TD宇大での
４年間の学び

　みなさんが大学を卒業した後に活躍することになる社会では、多種多
様な力や知識・技能、さらには教養や知性が必要になります。宇都宮
大学では、これらの中から特に重要と思われるものをしっかりと身につ
けてもらうために、学位授与の方針である「ディプロマ・ポリシー（DP）」
のもと、汎用的能力である「宇大スタンダード」を定めています。
　みなさんは、ここに記されている力を獲得することを常に意識しなが
ら、宇大での 4 年間の学びをスタートさせましょう。その上で、授業以
外にも様々な経験を積み、社会に力強く歩み出していって欲しいと願っ
ています。

UU TDDP

DP
宇都宮大学の教育目標 全学共通の

ディプロマ・ポリシー（DP）
宇都宮大学は、教育目標に定める幅広い教養 
と行動的知性を備えた人材を育成するために、 
所定の期間在学して必要な単位を取得し、「宇
大スタンダード」に定める汎用的能力と、所属
学部において定める専門分野に関する知 識・
技能を獲得した者に学位を授与します。 

宇大スタンダードの6つの力
「宇大スタンダード」は、宇大での 4 年間
の学びを通じて獲得すべき 6 つの汎用的能
力を意味しています。これらの汎用的能力
は、大学での学びに留まらず、職業や社会
生活の中でも活用されることが期待されて
います。

学修力
「自身と向き合い
なすべきことを知る」

「学修のためのツールを獲得する」

「他者を巻き込み社会に貢献する」

情報活用力
論理的思考力

表現力

協働力
課題解決力

チームの中で協力しながら自
分の役割や責任を果たす力
多様な人々との繋がりや協働
を生み出す力

〈協働力〉
多面的な視点から現状を分析し、
目的や課題を明らかにする力
課題解決に向けた計画を立案
し、自律的に取組む力

〈課題解決力〉

1年次
2年次

3年次
4年次 就職・大学院

※本パンフレットでは、宇大スタンダードの 6 つの力をどの段階までに身につけて欲しいかというイメージを示しています。例えば、「学修力」は 1 年次の段階で重点的に身につけて欲しいということを示していますが、2 年次以降に「学修力」が不要であるということを意味するもので
はありません。また、「協働力」は4年次の欄に記されていますが、4年次になるまで「協働力」を身につけるための取組をしなくていいということを意味するものではありません。宇大スタンダードの 6つの力は、すべての学年においてしっかりと意識し、学びを進めるようにしましょう。
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基盤教育を出発点として、現代社会に必要な汎
用的能力（宇大スタンダード）を育成します。
専門教育を通じて、実践的で専門的な知識と技
能を涵養します。
それらのふたつを有機的に結びつけた4年一貫
教育により、幅広い教養と行動的知性を備え、
未来の社会を拓き支える人材を育成します。
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宇大生が語る「学びのカタチ」

竹 下　高校までは、やるべきことをやっていないとき
に先生が「これをやりなさい」と言ってくれていたよう
に思います。大学に入ってからは、やるべきことをや
らなかったり知らなかったりした場合、そのまま置い
てけぼりになってしまいます。こういう環境に身を置
くことで、情報を自分で手に入れるために行動できる
ようになりました。
黒 岩　授業に関する情報だけではなく、例えば就職
活動においても、自分から積極的に情報を集めるこ
とが不可欠だと思います。手に入れた情報を正しく理
解して、自分が今後どのような学びや活動をしていき
たいか、ということを自分自身で決められるようにな
ることが求められているのでしょうね。

大学では必要な情報を自分で集め
自分の学びを自分自身で決める
：情報活用力と学修力が不可欠

黒 岩　興味がある情報にはとことん興味を示す一方
で、興味が無いと判断した物事には一切触れようとし
ない人を見かけます。でも、一見関係ないと思える情
報や知識を結びつけることで、より深く理解できること
があると思います。例えば、アフリカについて研究した
い場合に、日本史の知識があれば日本と比較させな
がらアフリカを深く理解することもできると思います。
竹 下　目の前の学習に囚われて、それ以外の分野に
目を向けられなくなっている人がいるのかも知れま
せん。学業に限らず、様々な取り組みをしてみようと
思う好奇心は黙っていても芽生えてくるものではな
いと思うので、これからの大学生活の中で、好奇心の
アンテナを研ぎ澄ませる努力をしていこうと思います。

自ら行動し情報にアクセスすることで
選択肢が広がる：情報活用力の発揮

黒 岩　好奇心を発揮していろいろな取り組みを始め
ると、簡単に自分のキャパシティーを超えそうになるこ
とがあります。でも、大学という場は、自分の限界を知
るだけでなく、限界を広げるためのチャレンジをする
場だと思います。私も学業だけではなく、演劇や宇大
ラーニングサポーターの活動などに全力で取り組ん
でいます。自分の限界を押し広げようという気持ちで、
恐れずに様々なチャレンジをして欲しいと思います。
竹 下　一年次は授業が多いと思いますが、就活など
は意識しなくてもいい段階だと思います。一年次のと
きこそ、できるだけチャレンジすべきだと思いました。
黒 岩　チャレンジの過程で、多くの場合は新たな環
境に身を置くことになり、自分とは違うタイプの人や
様々な年齢層の人とコミュニケーションを取ることに
なります。このことで、自分自身を改めて見つめ直し、
客観的な自己理解ができるようになると思います。

自分の限界を広げる
：チャレンジすることが重要

黒 岩　大学ではプレゼンをする機会やレポートを書
く機会が非常に多いので、表現力や論理的思考力を
しっかり身につける努力を重ねていって下さい。とは
言え、大学では言われたことだけをやっていればいい
わけではありません。宇大には、頑張ろうと思えばいく
らでも頑張れる環境があるので、本当にやりたいこと
をいち早く見つけるといいと思います。
竹 下　そうですね。宇大ラーニングサポーターは日
頃から学修相談を行うだけではなく、好奇心の幅を広
げるためのイベントや、大学での学び方に関するイベ
ントなども開催しています。気軽に宇大ラーニングサ
ポーターを活用し、充実した学生生活を送って下さい。

さいごに：新入生へのメッセージ

2人の宇大生に、これまでの
宇都宮大学での学びについ
て振り返って頂きました。これ
から宇大での学びをスタート
させる皆さんは、2人の話に
耳を傾け、宇大でどのような
学びを進めていきたいか考
えてみて下さい。

竹下  梓さん
工学部２年
宇大ラーニングサポーター

黒岩 美穂 さん
国際学部４年
宇大ラーニングサポーター



宇大で学ぶためのツールを知ろう。
宇大で学修を進めるためには、大学が提供する様々なツールを活用することが欠かせません。
ここでは、その中でも特に重要な「教務ポータル」と「C-learning」について紹介します。

パソコンからアクセスする場合はこちらから▼
https://kyomu.km.utsunomiya-u.ac.jp/campusweb/

履修や学生生活に関することなど、大学からの重要なお知らせが日々掲
載されています。毎日必ず1回はチェックし、情報を知らなかったことによる
不利益を被らないようにしましょう。

● 大学からのお知らせを確認するとき
● 履修登録をするとき
● 授業のシラバスを確認するとき
● 休講情報を確認するとき
● アンケートに回答するとき
● フォーラムを利用するとき

こんなときには
教務ポータルを
チェック！→

パソコンからアクセスする場合はこちらから▼
https://udai.c-learning.jp/s/login/ssosaml

各授業担当教員から、毎回の授業の指示や、課題提出の指示などが掲載
されています。教員と学生との様々なコミュニケーションも、C-learningが
活用されることが多いので、毎日必ず1回はチェックするようにしましょう。

● 教員からの指示を確認するとき
● 授業の資料を確認するとき
● 課題の内容を確認するとき
● 課題の提出方法や期限を確認するとき
● 教員に質問や相談をするとき

こんなときには
C-learningを
チェック！→

教務ポータルに
学外ネットワークからアクセスするには

宇大に在学中は無料で
Microsoft 365を利用できます

2段階認証が必要となりますので、パソコン
から下記URLにアクセスし、画面の指示に従
い、ワンタイムパスワードの初回設定を行っ
て下さい。

レポート作成や表計算、プレゼンテーション
資料の作成などに活用できるソフトウェアを
無料で利用できます。詳しくは教務ポータル
上の案内を参照して下さい。

https://ent.utsunomiya-u.ac.jp/user/qrsecret.php?st=ga

大学からのお知らせ／履修登録／シラバス／アンケート／フォーラムなどは

各授業担当教員からのお知らせは



宇大STD 4 3 2 1

論理的思考力

4 段階の達成度

情報活用力

表　現　力

学　修　力

協　働　力

課題解決力

資料や情報を効果的に選択
することで、自分の考えを
論理的に説明している。

資料や情報を示し、自分の
考えを論理的に説明してい
る。

自らの考えを矛盾や飛躍な
く筋道立てて説明している。

明確な目的のために十分な
量の資料を収集している。

多くの資料を収集している。 必要最低限の資料を収集し
ている。

正確な言語表現や図表表
現を用いることで…

言語表現や図表表現を用い
ることで…

言語表現のみを用いて…

自ら進んで知識や能力を身
につけるために…

知識や能力を身につけるた
めに…

必要なときにのみ……

他の学生と共に活動する際
に、自分の役割を理解し…

他の学生と共に活動する際
に、積極的に声をかけなが
ら…

他の学生と協力しあいなが
ら…

物事を複数の側面から見る
ことで…

自ら的確な問いを立て… 自ら問いを立て…

　ルーブリックとは、授業で求められる目標を確実に把握するとともに、それらの目標をどの程
度達成できているかを確認することで、今後の学修で必要となる取組を自分自身で理解するため
のツールです。皆さんは、まず「基盤教養科目」にてルーブリックを活用することになります。
　宇都宮大学のルーブリックは、宇大スタンダードの 6 つの力に関する達成度を 4 段階に分け、
各段階の基準を文章で表現しています。このようなルーブリックを活用することにより、宇大スタ
ンダードの 6つの力をどの程度身につけたか、しっかりと把握することができるようになります。

　　皆さんは、教務ポータルか
ら「基盤教養科目」のルーブリッ
クを閲覧することができますので、
右の手順でルーブリックを活用し
ましょう。なお、教務ポータルは、
「宇大を学ぶためのツールを知ろ
う。」に記載の二次元コードもし
くはURL からアクセスして下さい。

ルーブリックを活用することで
学修の目標を確認しながら自己評価を行おう。

ルーブリックの例（一部省略） ※実際に授業で用いるルーブリックとは異なります。　

ルーブリックの活用のコツ

第1回目の授業 第 1 回目授業までに必ずルーブリックを閲覧して、
授業の目標を把握し、具体的な学修計画を立てる。

授業の中盤 ルーブリックを用いて自己評価を行い、自分の改善
点を多面的に把握し、学修計画を修正する。

授業の最終回 ルーブリックにより最終的な達成度を把握し、授業
内外で今後実行すべき取組を具体化する。

卒業までに… 卒業までに、宇大スタンダードを十分身につけたと
自信を持って言えるようになろう。

6つの力について、4 段階のうちどの段階
まで達成できているかを考えてみよう。

情報活用力と表現力は十分に身に付いて
いそうだ。自分の強みをもっと伸ばそう。

論理的思考力・学修力・協働力はもう
少し伸ばす余地がありそうだ。

課題解決力を伸ばすために、今後の学修
計画を真剣に見直す必要がありそうだ。

※本パンフレットでは、宇大スタンダードの 6 つの力をどの段階までに身につけて欲しいかというイメージを示しています。例えば、「学修力」は 1 年次の段階で重点的に身につけて欲しいということを示していますが、2 年次以降に「学修力」が不要であるということを意味するもので
はありません。また、「協働力」は4年次の欄に記されていますが、4年次になるまで「協働力」を身につけるための取組をしなくていいということを意味するものではありません。宇大スタンダードの 6つの力は、すべての学年においてしっかりと意識し、学びを進めるようにしましょう。



UU TD 宇大スタンダード

表現力

学修力 論理的思考力情報活用力

協働力 課題解決力

悩みや心配事のご相談は

〈学務棟２F〉
〈学生プラザ１F〉

〇指導教員
〇修学支援課 TEL028-649-5090
〇陽東学務課 TEL028-689-6014

修学・履修は

学生なんでも相談窓口 〇峰地区
〇陽東地区

TEL028-649-5276
TEL028-689-6189

〇WEBから
『学生なんでも相談窓口／相談フォーム』に
入力後、送信してください。

入力は
こちらから
　 →

〇指導教員　〇就職担当教員
〇就職・キャリア支援センター TEL028-649-5089

進路・就職は

〇指導教員　〇サークル顧問教員 
〇留学生・国際交流センター
　　　　　　 TEL028-649-8166
〇学生支援課 TEL028-649-5097

留学、生活、サークルについて
健康、メンタル面の悩み

〇ハラスメント相談員
★ハラスメントについては
　こちらを参照下さい     

ハラスメント等の人権侵害の悩み

〇男女共同参画推進室 TEL028-649-5151
性に関する事

〇保健管理センターTEL028-649-5123

あなたが大学生活を送るうえで、悩みや心配事が起きてしまったときは、お気軽に窓口にご相談ください。
相談ごとに応じてサポートします。もちろんプライバシーに配慮し、秘密厳守です。
困ったらまずはこちらに

はっきりした相談は各担当へ

『宇大ラーニングサポーター
  による学びの支援』
先輩学生が新入生（編入生）の
様々な疑問や相談にこたえます！
履修登録や大学での学修の方法、
レポートやプレゼンの方法、さら
には授業以外の生活面のことなど、
先輩たちの経験に基づいた話を
聞くことができます。詳細は二次
元コードをチェックして下さい。

こちらから　
どうぞ→

学生による
支援活動→

★どんなささいなことでも相談（相談例／日常生活・経済的なこと、対人関係、
　メンタルヘルス、アクシデント、ハラスメント、その他）




